
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津軽広域連合が、“ふるさと津軽”の素晴らしさについて

相互に理解を深め、人々に伝えていくことを目的として実

施した「とっておきの津軽大賞コンテスト」の入賞作品が

決定しました。 

写真部門へ50人から126作品、川柳部門へ７６人から

194作品の応募があり、厳正な審査の結果、写真部門には

黒石市の佐藤徳男さん（74）の『湯治宿暮色』、川柳部門

には弘前市の寺田北城さん（65）の『旅人の 胸もじゃわ

めぐ 津軽三味』が最優秀賞に輝きました。 

また、優秀賞各2作品、入賞各8作品も選ばれ、入賞者

全員に対し賞状と、副賞として商品券と地元特産品の詰め

合わせセットが贈呈されています。 

受賞作品については、今号折り込みの特集ページをご覧

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月２６日に弘前市役所で表彰式が行われ、相馬

一広域連合長（弘前市長）より、最優秀賞受賞者の

佐藤さん（写真左）と寺田さん（同右）に賞状と副

賞目録が贈呈されました。 
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入賞作品決定!!

津 軽
広域連合

津軽広域連合が、“ふるさと津軽”の素晴らしさについて相互に理解

を深め、人々に伝えていくことを目的として実施した「とっておきの

津軽大賞コンテスト」の入賞作品が決定しました。 

写真部門に50名から126作品、川柳部門に７６名から194作

品の応募があり、厳正な審査の結果、写真部門には黒石市の佐藤徳男

さん（74）の『湯治宿暮色』、川柳部門には弘前市の寺田北城さん（65）

の『旅人の 胸もじゃわめぐ 津軽三味』が最優秀賞に輝きました。

また、優秀賞各2作品、入選各8作品も選ばれ、入賞者全員に対し

賞状と、副賞として商品券と地元特産品の詰め合わせセットが贈呈さ

れています。なお、入賞した全作品を今号折り込みの特集ページで紹

介しておりますので、ぜひご覧ください。 



津軽広域連合議会の動き 
２月１７日、弘前地区環境整備センターにおいて平成２

１年第１回津軽広域連合議会定例会が開催されました。 

会議では、平成２０年度一般会計補正予算（第 2 号）、

平成2１年度一般会計予算のほか、財政調整基金条例の一

部改正案、津軽広域連合広域計画並びに津軽地域ふるさと

市町村圏計画の一部変更案の以上５件の案件が審議され、

全て原案通り可決されました。 

平成20 年度一般会計補正予算（第2 号）は、国及び

県からの補助金交付などにより１５７万７千円を追加し、

総額１億８千１８７万２千円とするものです。 

 

 

平成２１年度津軽広域連合一般会計予算は、総額１億７

千８４２万６千円で、前年度当初予算に対し２１４万円の

1.2％減となっています。減額の主な理由は、総務費に 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おける人事異動に伴う職員人件費の減及び経費節減、並

びに、民生費の介護認定費における審査分会開催回数の

減及び人件費の削減などとなっています。概要は以下の

とおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふるさと市町村圏計画を１年延長します 

歳 入 
178,426千円 

歳 出 
178,426千円 

総務省より昨年１２月、国がこれまで推進してきた広域

行政圏施策並びにふるさと市町村圏施策を平成２１年３月

３１日付で廃止し、今後の広域連携については地域の自主

的な協議により取組むこととする旨の通知がありました。 

これを受け当広域連合では、両施策に基づき策定してい

た津軽地域ふるさと市町村圏計画について、平成 20 年度

に満了予定であった現行計画の期間を平成２１年度まで 1

年延長するとともに、当広域連合規約・広域計画の内容等

を含めた今後の当広域連合のあり方を、平成２１年度中に

関係市町村間で協議・検討することとなりました。 

繰入金 

14,031千円 

(7.86%) 
ソフト事業実施財

源としてふるさと

市町村圏基金運用

益を繰入 

 

関係８市町村負担

金を軽減するため

財政調整基金から

繰入 

諸収入 

18千円(0.01%) 
歳計現金にかかる

預金利子 

嘱託員雇用保険料

等雑入 

財産収入 

7,235千円

(4.06%) 
ふるさと市町村

圏基金及び財政

調整基金にかか

る国債及び定期

預金運用収入 

基金積立金

7,235千円 

(4.06%) 
歳入における財

産収入の積立て

公債費 

66千円(0.04%) 
一時借入金の支払利息 

予備費 

450千円(0.25%) 
臨時的支出のための予備財源 

民生費 

109,926千円(61.61%) 
介護認定審査会全体会・研修会・審査分会開催 

介護認定情報オンラインシステムの保守管理 

障害程度区分判定審査会全体会・審査分会開催 

議会費 

3,577千円(2.00%) 
定例会・臨時会・議会運

営委員会の開催 

議員派遣 

総務費 

57,172千円 

(32.04%) 
公共施設予約シ

ステム運営 

ソフト事業実施

各種会議等開催

 

選挙管理委員会

開催 

 

定期監査及び決

算審査実施 

 
平成２１年度津軽広域連合主要事業概要 

分担金及び負担金 

157,142千円(88.07%) 
関係８市町村からの負担金 

内 訳 

〔総務企画関係〕

公共施設予約ｼｽﾃﾑの管理･運営 １,９１８ 千円

ふるさと市町村圏基金運用益活用事業 ６,０３１ 千円

（ソフト事業）

正副広域連合長会議の開催等 ９１ 千円

情報公開・個人情報保護審査会関係 １３０ 千円

〔介護認定関係〕

介護認定審査会の運営 ５３,５６３ 千円

介護認定情報ｵﾝﾗｲﾝｼｽﾃﾑの保守管理 ２,２２７ 千円

〔障害判定関係〕

障害程度区分判定審査会の運営 ３,５５３ 千円

平成２１年度一般会計予算

（単位：千円）

総 務 費
負 担 金

介護認定費
負 担 金

障害判定費
負 担 金

計

弘 前 市 25,157 58,170 5,555 88,882

黒 石 市 6,118 10,083 894 17,095

平 川 市 5,723 11,754 568 18,045

藤 崎 町 3,356 4,881 631 8,868

板 柳 町 3,306 5,479 549 9,334

大 鰐 町 2,763 3,949 586 7,298

田舎館村 2,335 2,623 300 5,258

西目屋村 1,458 852 52 2,362

計 50,216 97,791 9,135 157,142



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

圏域内の隠れた名所等をバスで巡回

し、そこにまつわる歴史的背景や様々

なエピソードに触れることで、ふるさ

とのすばらしさを再発見・再認識する

ことを目的に実施します。 

津軽広域懇談会開催事業 広域情報発信事業 

広域人材育成セミナー開催事業 

例年９月中旬に仙台市勾当台公園で

開催されるハイウェイコミュニケー

ション in 東北（主催：東日本高速道

路㈱）に参加し、当圏域の観光情報

PR及び特産品の販売等を行います。 

生涯学習活動の推進を図るため、様々

な分野で活躍している人材の名簿を

作製し、関係施設へ配布。教育・福祉

施設については、経費の一部を広域連

合が負担する事業も実施します。 

連合だより発刊事業 

津軽広域連合職員研修等参加事業 

地域づくりや伝統文化の保存・伝承の

大切さなどについて理解を深めるこ

とを目的として、コンテストを開催し

ます。優秀作品に対しては、副賞とし

て圏域特産品詰め合わせ等を贈呈。 

ふるさと探訪バスツアー開催事業 とっておきの津軽大賞ｺﾝﾃｽﾄ開催事業 津軽の名人・達人バンク事業 

特産品ＰＲ事業 

広域事務に関する企画立案能力の向

上と広域連携意識の醸成を図るため、

全国ふるさと市町村圏協議会が主催

するシンポジウム・セミナー等に広域

連合職員が参加します。 

津軽広域連合の議会の動き・財政状

況・各種会議の開催・ソフト事業ＰＲ

など事務事業実施状況を住民に周知

するため、年3回広報紙を発行してい

ます。 

関係市町村の職員が、公務員としての

強い自覚を持ち、圏域住民からの信頼

と負託に応え得る能力を高めること

を目的に、セミナーを開催します（年

１回開催）。 

広域連合ホームページの情報管理を

行います。「見やすい・わかりやすい」

を目標に、リアルタイムで最新情報を

提供します。 

 

広域連合が実施する事業に圏域住民

の声を反映させるため、住民の代表と

学識経験者あわせて１４名からなる

懇談会を組織しています。座長は北原

啓司弘前大学教育学部教授。 

津軽広域連合が平成２1年度に実施するソフト事業を紹介します 

101名の委員が参加し、今年４月からの介護認定制度の見

直しにあたり、認定調査項目が現行の８２項目から７４項目

に変更されるほか、コン 

ピュータによる一次判定

を介護の現場の状況をよ

り反映した内容とするこ

となどについて、県担当者

等から説明を受けました。 

介護認定審査会委員研修
 ２月６日、ホテルニューキャッスルにおいて平成２０年度

青森県介護認定審査会委員研修が行われました。 

この研修は県内の介護認定審査会の審査員を対象に、公

平・公正かつ適切な審査判定を実施するために必要な知識、

技能を修得及び向上させることを目的として、県により、各

審査会が管轄する地域毎に毎年開催されているものです。 

当日は、当広域連合介護認定審査会委員150名のうち 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演後、参加者は２市町村ずつ４つ

のグループに分かれてワークショップ

を行い、グループ内の２つの市町村をつな

ぎ、かつ、それぞれ思い思いの地元の地域資

源をちりばめた“広域的兼着地型”観光ルー

トを設定し、発表を行いました。 

最後に三上氏は、「地域住民はまちおこしの素 

材、意欲、能力というものを元々持っている。

行政がそれらを引き出し、資源として活用す

るためには、住民との間に強い信頼関係を構

築することが大事である。」と締めくくり、

今回のセミナーは終了となりました。

2月２３日、弘前市総合学習センターにおいて、「ＮＰＯ法人グリーン

エネルギー青森」常務理事の三上
みかみ

亨
とおる

氏を講師に迎え、関係８市町村

と津軽広域連合の中堅職員2７名を集めて広域人材育成セミナーを開

催しました。同氏は、あおもりコミュニティービジネスサポートセン

ター所長を務め、県内のコミュニティビジネスの創業や経営支援に尽

力されており、さらには平成１９年に内閣府“地域活性化伝導師”、

平成２０年に総務省“地域力創造アドバイザー”に選任さ 

れ、まちづくりの専門家として全国各地で活躍しています。 

「津軽地域における地域資源発掘と広域的活用の可能 

性」をテーマとした講演では、地域課題を逆手に取っ 

たまちおこしと産業振興の取組として、三上氏自ら 

が手がける、ストーブ列車で有名な津軽鉄道の活性 

化を事例として取り上げ、沿線の地元住民しか知 

らないような穴場や楽しみ方を新しい観光資源 

とする『着地型観光』による地域おこしについ 

て語りました。 

津軽地域における

地 域 資 源 発 掘 と

広域的活用の可能性

広域人材育成セミナー 

（問い合わせ）0172 -39 -7200 

〒036-8276 

青森県弘前市大字樋の口町 260 番地 4 

詳しくはwebで 

津軽広域連合は、弘前市・黒石市・平川市・藤崎町・板柳町・大鰐町・田舎
館村・西目屋村の８市町村により、介護認定及び障害程度区分判定審査・各種ソフ

ト事業などの様々な事務事業を共同で実施する 特別地方公共団体です。

津軽の名人・達人バンクをご活用ください!!
津軽広域連合ではこのたび、より多くの方に「津軽の名人・達人バンク」を知

っていただくため、活用ガイドを作成しました。 

このガイドはバンクの利用方法や、１０0ジャンル以上にわたる名人・達人の

指導内容などをまとめたもので、関係市町村公共施設・小中学校・福祉施設等へ

配布しています。 

講演会の講師、学習会での指導者、サークル活動の先生などの依頼に際し、ぜ

ひ当バンクをご活用ください。 

なお、新たに「名人・達人」になっていただける方を随時募集中です。特別な

資格・基準などは設けておりませんので、どしどしご登録ください。 

津軽広域連合 検索

『
津
軽
の
名
人
・
達
人
』
は
、
趣
味
・
芸
術
・
ス
ポ
ー

ツ
・
歴
史
な
ど
、
み
な
さ
ん
の
生
涯
学
習
や
伝
統
文
化

活
動
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
心
強
い
味
方
で
す
。 


